
Bourbon Environmental Activity Report 202402

持続可能な未来社会へのアプローチ
株式会社ブルボンは、関東大震災の影響により地方への菓子供給が全面的にストップした窮状を見て、地方での量産
工場による菓子作りを決意し、1924（大正13）年に新潟県柏崎で創業しました。以来、災害や社会的困難が起きた
時にも「お役に立てる企業であり続ける」という創業の原点継承を本願として事業活動を継続してきました。当社の
主要な事業のひとつであるお菓子作りは平和な社会の礎がないと成り立ちません。平和の尊さと心を通わせることの
大切さを感じながら、菓子・飲料・食品・マスクの開発・製造・販売を通じて豊かな生活と健康への寄与など皆様の…
幸せな生活に深く関わってきました。このような思いを込めた当社の経営理念「利害相反する人を含めて、集団の…
生存性を高める」を通じて、社会全体が良くなることに貢献することと、そのことが結果的に自分たちの会社や…
グループの向上につながることを目指しています。この“生存性を高める”とは、すなわち“持続可能であること”
であり、SDGsに呼応することと考えています。これからも社会の一員として役割と責任を果たすよう正しく行動し、
社会への貢献を推進してまいります。

顧客の満足と安心への追求

安全な食品と
サービスの安定的供給

ステークホルダーと
「響働」する企業活動の推進

法令を遵守し社会的倫理的に
則った活動の推進 良き「企業市民」としての

積極的な社会貢献活動の推進

環境問題への積極的・
自主的な取り組み

国際社会の一員としての行動および
関係地域の発展への貢献安全で健康的な

働きやすい環境の確保
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顧客の要望に応える品質水準で、安全・安心・経済的な飲食とサービスを継続的に提供するため、製品の研究開発、販売、
流通、消費、廃棄に至る各段階で地球環境の保全と環境問題について自主的な改善活動に取り組み、社会に貢献する
ことが、私たちの環境活動です。

❶食品企業として、原材料調達、開発、生産、販売、流通、消費、廃棄に至る各段階に於いて地球環境に影響する問題を、
可能な範囲内に於いて自主的取り組みを行い、環境改善の向上に取り組みます。
❷環境問題について継続的な改善と汚染予防に取り組みます。
❸環境の関係法令、規則、協定等を順守致します。
❹環境目標を設定し、環境に影響する問題の低減を図り、環境マネジメント体制の整備に取り組み、環境目標の見直
しを継続して行います。
❺環境パフォーマンスを向上させるため、環境マネジメントシステムを継続して改善していきます。

環境マネジメントシステム
環境基本理念� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

環境基本方針� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ＩＳＯ１４００１認証取得の推移

登録認証機関 ： 一般財団法人日本品質保証機構（JQA）

●●2000年６月に㈱ブルボン本社、本社工場（現・柏崎工場）、駅前工場において、認証を取得しました。
　新潟県内の食品会社では初めての取得になりました。

●●2005年７月にＩＳＯ14001の規格変更に伴い、2004年度版へ移行しました。
　同年10月に上越工場において認証を取得しました。

●●2005年に駅前工場を本社工場へ統合しました。また、商品開発センター（現・試作センター）を設立しました。

●●2006年５月の更新時において、登録範囲を㈱ブルボン本社、本社工場、商品開発センターに変更しました。

●●2007年11月に長岡工場と北日本羽黒食品㈱羽黒工場（現・鶴岡工場）において認証を取得しました。
　同年12月に新潟南工場と村上工場において認証を取得しました。

●●2008年２月に新潟工場において認証を取得しました。

●●2009年11月に新発田工場において認証を取得しました。

●●2011年２月に五泉工場において認証を取得しました。

●●2015年９月に各工場単位で取得していた認証を全社統合しました。

●●2017年10月にＩＳＯ14001の規格改訂に伴い、2015年度版へ移行しました。
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マネジメントシステム
推進委員会

内部環境監査員

株式会社

当社では、環境問題に対する全社的な取り組みを行うためにISO14001を基軸とした環境マネジメントシステムを構
築しています。直接的な環境影響に加え間接的な環境負荷の継続的改善にも取り組みながら、一層の社会的責任を果
たすため、環境マネジメントシステムの改善を進めてまいります。

推進体制� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

登録番号 
ＪＱＡ-ＥＭ０９０２
登録日
2015（平成27）年11月6日

主な環境関連法� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

項　　目 環境関連法

環境一般 ●環境基本法　　　　　　　　　　　●循環型社会形成推進基本法　　●公害防止組織法

地球環境関連 ●地球温暖化対策推進法　　　　　　●オゾン層保護法　　　　　　　●フロン排出抑制法

大気汚染関連 ●大気汚染防止法

水質汚濁関連 ●水質汚濁防止法　　　　　　　　　●下水道法

騒音・振動関連 ●騒音規制法　　　　　　　　　　　●振動規制法

悪臭関連 ●悪臭防止法　　　　　　　　　　　●浄化槽法

エネルギー関連 ●省エネルギー法　　　　　　　　　●建築物省エネ法

廃棄物関連
リサイクル関連

●廃棄物処理法　　　　　　　　　　●プラスチック資源循環促進法
●食品リサイクル法　　　　　　　　●容器包装リサイクル法　　　　●その他各種リサイクル法

化学物質関連 ●PRTR法

安全関連 ●労働安全衛生法　　　　●高圧ガス保安法　　　　●毒物、劇物取締法　　　　●消防法

土壌汚染関連 ●土壌汚染対策法

■基本推進体制図


